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■■■

写像。差集合

AU

XとYを集合とします.XからYへの写像

f:X→Y

とは任意の錘EXに対してYの要素f(")EYをただ1個指定するこ
とです． この状況でXをfの定義域,Yをfの値域（終域）と呼びます．

集合Xとその部分集合A,Bがあるとします. このとき差集合 ＞く

１
１

AIB:={"EA;"

6／19
'

信用創造・関数の極限NUbuⅥ』klTQS[

■■■

関数の極限

=(a,c)U(c,b)に注意します．関数q<c<bとします. (a,b)I{c}

f: (q,b)I{c}→R

に対して

ノ
圭
ａ ↑
恥

f(t)→A (t→c)

今

数列{t"}が条件

α＜t”＜6， t泥≠c， t”→c ("→+")

を満

f(t")→A ("→+")

注意条件α＜tれく6， t宛≠cはf(tn)が定義されるためです．
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ﾛ■■

関数の極限

(Q,c)U(c,b)に注意します．関数q<c<bとします. (a,b)I{c}=

f: (a,bハ{c}→R

に対して
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f(t)→A (t→c)

今

数列{t"}が条件

a<trm<b, t”≠c, t"→c ("→＋函）

を満たすならば

f(t")→A ("→+oc)

注意条件α<t"<b, t"≠cはf(t")が定義されるためです

7／四’信用創造･関数の極限卜lc1－ Ⅱ1 1
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F(")→一頭（妃→α）
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例(2)
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定理

/: (q,b)I{c}→R，

に対して釦→cのとき

9: (q,6)I{c}→R

f(")→A, 9(")→B

とします． このとき

f(")rg(")→A士B

f(")･g(")→A.B

9(")≠0("E(Q,b),⑭≠c),B≠0ならば
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■■■

定理の証明

(| |)を証明しよう． ｛誕冗｝が
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か
１
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１
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α<aJ"<b, 妃γ‘≠C,""→cck

を満たすとします． このとき

f(おれ)→A, 9(”γ@)→B

､-6、

従って

f(錘γL)･9("")→A.B

α”→α767z→β(γL→+oc)ならばα”bγ‘→αβ

''/'9 1信用趣1造･関数の極限1,11 11脚.i, lph l ，

はさみうちの定理

定理CT42P

f: (q,b)I{c}→R, 9:

九: (Q,b)I{c}

が不等式

f(")≦9(")≦ん(") ("

を満たすとします． このとき

Q

(a,b)I{c}→R

->R

‘)‘Q
も

E(q,bハ{c})

1f(")→A,ん(泌)→A (錘→c)

今

9("→A (錘→c)
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はさみうちの定理一証明

数列{錘"｝が

e、α＜⑪丸<6,釦沌≠C'犯冗→c(γ‘→+m)

を満たすとします． このとき

Ce〆
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f(錘")→A, Iz("")→A ("→+")
A A
Tが成立します． ′↑
f("")≦9("")≦ん(誕冗）

からはさみうちの定理が使えてｰ－〉A (rr謡う、．
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が従います．
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■■■

幾何級数(2)

帝
Xの意味は？袋の中に赤玉Ni ている

返して，袋から1個の玉を取り出しては

たときに止めます． このときま

赤黒 k==

X=kとします．
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幾何級数(3)

ここで

，=而鶚為-IviW(
とします.X==んとなる場合

○…○●
施個

の確率は

P(x=k)=pkq

となります．
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これは次からから従います．
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任意のe>0に対して番号Nが存在して

-e<b"<9 (wz≧N)

から
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Z+に値をとる確率変数xが幾何分布
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幾何級数(4)

Xの期待値は？
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徽慰毒龍な関数蕊定義

定義

f: (A,B)→Rに対して, f(t)がt
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分係数と呼びます．

さらにf(t)が各点t=cE(A,B)で微分可能であるときfは(A,B)上微
分可能であると呼びます．
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